ATEC 調査・研究実行計画書（2021年度）　項目：【2021-03-07】自発報告を含む安全情報の有効な利用に関する調査・研究
作成日：
2021.4.XX

Rev.0：

	目　的     
	調査・研究の体制
作成；秦

	目的: 安全を継続して改善するためには、義務報告だけでは顕在化されない、より多くのハザード及びその傾向を分析する必要がある。自発報告は、予防的安全対策を構築するために必須の情報源であり、より効果的な安全対策の構築のためには、より多くの報告を有効に活用する必要がある。

R1年度は、米国のCompliance Programの浸透状況や活動状況の詳細を調査することに加え、過去の調査の成果（諸外国における事例や仕組み、よい慣習が報告件数の増大や安全性の向上に与える影響及び成果）を本邦に反映させるための課題や、自発報告の促進、共有を図るための方策及び課題の調査を実施した。R2年度は自発報告の報告促進・共有に対する課題抽出と対策の検討に加え、自発報告を含む安全情報を有効に利用する方策の検討や、航空安全プログラム（SSP）への安全文化の定義付けや安全文化の醸成に資するガイダンス資料の作成等を行った。
R3年度は、引き続き安全文化の醸成や自発報告の更なる促進について方策を検討することに加え、これまでに調査してきた諸外国における「トータルシステム・アプローチ」による安全情報の評価・分析手法等を本邦に反映させるための具体的な方策および課題を調査しその有効性を確認する。具体的には、ASIMSに代わり義務報告、自発報告が一つのデータベースに統合される安全監視システムの導入が予定されており、自発報告と義務報告のシームレスな安全情報を有効に活用し効果的な評価および分析手法を調査、検討し、当該分析手法等を本邦に反映させるための方策や課題の調査を実施する。更に、本邦における安全情報と安全性の分析結果の共有・交換のネットワークのあり方を調査、検討する。
	形　　式
	□委員会  ■WG  □その他 

	
	構成ﾒﾝﾊﾞ


	航空局：
安全部安全企画課、航空事業安全室
航空会社：
JAL・ANA・ADO・三菱航空機の安全部門


	
	ﾜｰｷﾝｸﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
	上記部門の担当者

	
	事 務 局
	ATEC

	検討項目・検討の進め方
	期　　間　：1年
	継続
	予　　算
	自主事業

	・安全文化の醸成、自発報告の更なる促進について方策検討
・安全情報の評価・分析手法等を本邦に反映させるための具体的方策、課題を調査しその有効性を確認
－ASIMSに代わる義務報告、自発報告が一つのデータベースに統合された安全監視システム導入予定
－シームレスな安全情報(自発報告と義務報告)を有効に活用し、効果的な評価、分析手法を調査検討
－上記分析手法等を本邦に反映させるための方策や課題の調査
・本邦における安全情報と安全性の分析結果の共有・交換のネットワークのあり方を調査、検討
	海外出張：
1回（技術部1名）、
計3泊（10万）　
報告書印刷：要 20万円

その他：
懇親会補助×3回（3万円x 3 =9万円）
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